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研究要旨 

【目的】てんかんの 3 次医療機関から 1 次医療機関へ向かうアウトバウンドの診療連

携を向上させるためには医師の研修は必要であるが、研修ニーズについて調査した。 

【方法】2004 年 7 月から 2019 年 3月の Epilepsy exposure course 研修参加者 128 名

のアンケート結果を分析した。 

【結果】2 次医療機関＞3 次医療を担う大学からの医師が多く、卒後年数（平均±SD)

は、6.5±5.4 年で、てんかん診療・脳波判読年数（平均±SD)は、2.9±3.8 年であ

った。てんかん診療患者数（平均±SD)は、2.5±4.6 人/週で、てんかん診療年数が

3 年でも、20 例/週の症例の診療にあたっている医師が存在した。研修ニーズは、診

断（発作型や脳波）、抗てんかん薬治療といった診療の基本に関するものが多かった。

2 次医療病院では指導医不足・併存症対応に困っている医師が多かった。 

【結論】卒後早期から、てんかん診療を担うことになる医師の存在が示唆され、自身

の医療機関のみでは診療のスキルアップが難しい状況が示唆された。若手医師に必

要な研修内容としては、先ず発作型の診断、続いて脳波判読の研修が必要である。2

次医療病院では指導医不足に困っている医師が多く、プライマリケア医（てんかん

診療医・てんかん認定医）制度の設置により、若手医師を指導できる指導医の育成

が必要となっている。てんかん診療年数が浅くても、多数の症例の診療にあたって

いる医師がいる実態が明らかとなり、てんかん地域診療連携体制の充実、インバウ

ンドの促進も必要である。 

 
Ａ.研究目的  

本研究班では、2015年に始まったてんかん地域

診療連携体制整備事業のシステムを質・数ともに

更に充実させることを目標としている。 

てんかん地域診療連携にはインバウンドとして

患者さんから2次、3次医療機関へ向かう連携と。3

次医療機関から1次医療機関へ向かうアウトバウ

ンドの連携がある。静岡てんかん・神経医療セン

ターでは、国内・国外の遠隔地からの患者を多数

診療している。2019年度てんかん初診患者の

59.8％（816名）は他県からの受診で、1.3％（18

名）は海外からの患者であり、遠隔診療連携が不

可欠となっている。 

当センターでは、患者の発作予後などを改善す

るためのインバウンド診療連携では、患者啓蒙活

動、相談事業、てんかん診療医向けの学会講演等

を行っている。初診入院後31/37例は前医への戻し

紹介となり、26/31名は月単位上の発作頻度での退

院しており、アウトバウンド診療連携により退院

後も継続的な診療を可能にすることは極めて重要

である。アウトバウンド診療連携では、詳細な診

療情報提供の作成はもとより、てんかん診療医、

看護師などのコメディカルを対象とした教育研修

と、患者教育、一般社会への啓蒙活動が重要と筆

者は考えている。 

静岡てんかん・神経医療センターでは、てんか

ん診療のスキルアップを求めている医師の研修と

して、Epilepsy exposure courseを行っている。

Epilepsy exposure courseは医学生および医師を

対象に、1週間から数週間の単位で、初診見学、脳

波見学、症例検討会参加、ビデオ脳波検討会、問

診実習などを週単位で行っていくものである。今

回、Epilepsy exposure course終了時に参加者に

記載してもらったアンケート結果を分析し、てん

かん診療のスキルアップを求めている医師の研修

のニーズについて考察した。 
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Ｂ.研究方法 

2004 年 7 月から 2019年 3 月の Epilepsy 

exposure course 参加者 128 名のアンケート結果

を分析した。 

 (倫理面への配慮) 

倫理的な問題は含まれない。 

 

Ｃ.研究結果 

Epilepsy exposure course 参加者 128 名の医療

機関分類では、2 次医療機関＞3 次医療を担う大学

からの医師が多かった。診療科別では小児科＞脳

神経内科が多かった。 

診療経験では、卒後年数（平均±SD)は、6.5±

5.4 年で、2004 年から大きな経年変化はなかった。

小児科医は 5.9±4.1年、脳神経内科医は 9.0±6.9

年、精神科医は 4.9±3.6 年であった。てんかん診

療・脳波判読年数（平均±SD)は、2.9±3.8 年で

大きな経年変化はないが、5 年未満が多く、小児

科医は2.2±3.2年、脳神経内科医は4.9±4.4年、

精神科医は 3.2±4.1 年であった。てんかん診療患

者数（平均±SD)は、2.5±4.6 人/週で大きな経年

変化はなかった。小児科医は 3.0±5.8 人/週、脳

神経内科医は 3.6±4.6 人/週、精神科医は 1.3±

1.7 人/週で、精神科医は他科に比べて患者数が少

なかった。てんかん診療年数が 3 年でも、20 例/

週の症例の診療にあたっている医師がいる、一方、

10 年以上のてんかん診療経験のある医師でも、数

名/週の診療に留まる医師が存在した。 

研修ニーズは、診断（発作型や脳波）、抗てんか

ん薬治療といった診療の基本に関するものが多く、

小児科は難治例に困っている医師が他の診療科よ

り多い傾向があった。医学生・初期研修医は特別

なニーズがあって研修に参加している訳ではなか

った。2 次医療病院では指導医不足・併存症対応

に困っている医師が多かった。卒後 2 年未満では

発作型診断に、2 年から 5 年未満では脳波診断に

困る医師が多かった。卒後 5-9 年では難治例の診

療に困る医師が多かった。てんかん診療患者数 5

例/週未満では、脳波診断、発作型診断に困る医師

が多く、指導医不足を訴えていた。てんかん診療

患者数 10 例/週以上の医師では難治例の問題を抱

えていて、難治例はある程度の診療規模の医療機

関・医師に集約されていることを示唆した。 

 

Ｄ.考察 

Epilepsy exposure course に参加する医師は、

個人研修により積極的にてんかん診療のスキルア

ップを目指す医師である。今回の調査では、卒後

6.5±5.4 年経過した医師であったことから、基盤

学会の専門医を取得して、今後、自身の施設にお

けるてんかん診療に中核的な役割を担う意思があ

る、あるいは担うことを期待されている医師が多

いと思われる。特に、小児科医と精神科医は脳神

経内科医に比べて卒後短期で研修に参加しており、

経験が少ない中、てんかん診療を担うことになる

医師の存在が示唆された。Epilepsy exposure 

course に参加する医師のてんかん診療患者数は、

2.5±4.6 人/週と少なく、自身の医療機関のみで

は診療のスキルアップが難しい状況が示唆された。

特に精神科医は 1.3±1.7 人/週と患者数が少なく、

てんかん患者の精神科離れから、研鑽にも影響が

出ているものと推測された。若手医師の勤務する

2 次医療機関など、てんかん患者が少ない医療機

関が、自前でてんかんの研修を充実させることは

なかなか難しいが、3 次医療機関などが開催する

セミナー、個人研修システム、レジデント研修な

どを積極的に利用いただくことが現実的である。

セミナーなどの研修機会は、2019 年度の我々の分

担研究報告書を参照いただきたい。 

若手医師に必要な研修内容としては、先ず発作

型の診断、続いて脳波判読の研修が必要である。

発作型診断にはビデオ脳波同時記録による研修が

効率的であり、ライブラリーなどの充実が望まれ

る。しかし、個人情報保護の観点から汎用性のあ

るコンテンツ作りには限界がある。当院の

Epilepsy exposure courseでは、学会教育コース

などに使用した典型発作例のビデオ脳波を繰り返

し視聴できるようにしている。 

2 次医療病院では指導医不足・併存症対応に困

っている医師が多く、てんかん症例を、併存症も

含めて全人的に診療でき、若手医師を指導できる

指導医の育成が必要となっている。プライマリケ

ア医（てんかん診療医・てんかん認定医）制度を

創設し、若手医師を指導できる医師を育成するた

めの研修体制の構築、認定制度を提供していくこ

とが必要である。 

てんかん診療年数が 3 年でも、多数の症例の診

療にあたっている医師がいる実態が明らかとなり、

そのような状況の医師は早急にてんかん診療技能

を身に着ける必要があって、研修に参加している

ものと思われた。研修の拡充のみならず、てんか

ん診療連携を積極的に行い、より良い医療を提供

していくシステム作りが必要であり、てんかん地

域診療連携体制整備事業の充実が必要である。 

 

Ｅ.結論 

卒後早期から、てんかん診療を担うことになる

医師の存在が示唆され、てんかん診療患者数は、

2.5±4.6 人/週と少なく、自身の医療機関のみで
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は診療のスキルアップが難しい状況が示唆された。

若手医師に必要な研修内容としては、先ず発作型

の診断、続いて脳波判読の研修が必要である。 

2 次医療病院では指導医不足・併存症対応に困

っている医師が多く、てんかん症例を、併存症も

含めて全人的に診療でき、若手医師を指導できる

指導医の育成が必要となっている。 

てんかん診療年数が浅くても、多数の症例の診

療にあたっている医師がいる実態が明らかとなり、

インバウンドのてんかん診療連携を積極的に行い、

より良い医療を提供していくシステム作りが必要

である。 
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